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 永久電気双極子モーメント（EDM）は標準理論を超える理論を検証す

る有力な物理量である。反磁性原子の EDM は原子核の Schiff モーメン

トを通じて核子間相互作用における CP 非保存が原子に現れるもので、

その現れ方は強く核構造に依存しているため、様々な核種に対して

EDM 測定を試みることには重要な意味がある。本研究では反磁性原子
129Xe を対象として現在の上限値を一桁以上更新する 10-28 ecm の領域で

の EDM 探索を目指している。 
 本研究では核スピン歳差周波数の精密測定を行うため、歳差運動を半

永久的に維持できる能動帰還型核スピンメーザーを用いている。従来の

開発により平均周波数決定精度が大きく向上した 129Xe 核スピンメーザ

ーに、外部磁場変動を補正するための 3He 共存磁力計を導入し、129Xe/3He
の同時核スピンメーザー発振に成功している。さらに 3He 共存磁力計で

は補正できない不定性の原因となる偏極 Rb 原子との衝突シフトを抑制

するためのダブルセルの開発も行っている。これらの開発に基づき、電

極付きダブルセルを用いて、電場印加した状態での 129Xe/3He の歳差運

動の同時測定、すなわち共存磁力計を用いた EDM 測定を進めている。 
 本講演では、3He 共存磁力計を用いた 129Xe 原子 EDM 測定実験の現状、

および今後の見通しについて発表する。 


